
平

櫛

田

明
治
　
五
年

明
治

一
〇
年

明
治

一
九
年

田
中
先
生

の

一
周
忌
を
迎
え

中

先

生

の

略

伝

戸
籍
に
よ
る
と
西
江
原
村
　
片
山
理
喜
助

（文
政
九
年
二
月
十

日
生
ま
れ
）
を
父
と
し
福
山
西
町
士
族
町
田
左
門
三
女
　
多
計

（
弘
化
八
年
七
月
十
五
日
生
ま
れ
）
を
母
と
し
て
明
治
五
年
六

月

一
日
生
ま
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

（
山
陽
新
聞
社
編

「彫
」
に
よ
る
）

精
研
高
等
小
学
校
に
学
ぶ
ｏ

一
才

五 六
才 才V

小 学校 玄 関 前 の像

明
治
二
七
年

明
治
三
〇
年

明
治
四

一
年

大
正
　
一
一年

大
正
　
一二
年

昭
和
　
一
一年

昭
和
五
四
年
十
二
月
二
十
日
未
明

百
七
才
　
東
京
都
小
平
市
園
西
町
の
自
宅
に
て
永
眠

平
櫛
田
中
自
筆
履
歴
書
末
尾
を
収
録
　
昭
和
二
十
九
年
七
月
二
十

一
日

昭
和
　
五
年

昭
和

一
〇
年

昭
和

一
二
年

昭
和

一
九
年

昭
和

二
四
年

昭
和

二
五
年

昭
和
三
〇
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
六
年

昭
和
三
七
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
四
年

こ
れ
か
ら
私
は
、
田
中
謙
造
長
男
田
中
偉

造
、
明
治
五
年
東
新
町
に
生

れ
、
義
之
小
学

校
か
ら
丼
原
精
研
小
学
校
ま
で
田
中
悼
造
と

し
て
通
学

い
た
し
、
大
阪
か
ら
東
京

へ
出

て

展
覧
会

へ
出
品

の
と
き
、
は
じ
め
て
平
櫛
田

大
山
数
夫

蔵

（小
角
）

仲
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
大
正
十

一
年
に
た
だ
今
の
住
居

へ
ま
い
り
ま
す
ま
で

田
中
の
方
が
通
じ
て
お
り
ま
し
た
。

十
四
、
五
の
と
き
か
ら
今
津
の
平
櫛
を
嗣

い
で
お
る
の
は
知

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
徴

二
三
才
　
大
阪
に
出
て
中
谷
省
吉
に
つ
い
て
木
彫
を
学
ぶ
。

二
六
才
　
一局
村
高
雲
に
師
事
す
。
西
山
禾
山
よ
り
禅
の
提
唱
を
う
け
る
。

三
七
才
　
岡
倉
天
心
の
日
本
彫
刻
会
に
山
崎
朝
雲
ら
と
参
加
す
る
。

第

一
回
展
覧
会
に
活
人
箭
を
出
品
し
て
出
世
作
と
な
る
。

四
二
才
　
岡
倉
天
心
が
死
去
す
る
ま
で
五
ケ
年
間
指
導
と
知
遇
を
う
け
る
。

四
三
才
　
日
本
美
術
院
同
人
に
推
挙
さ
れ
る
。

五
六
才
　
バ
キ
ス
カ
ン
万
国
博
に
出
品
し
作
品
を
寄
贈
。
法
王
庁
よ
り
勲
章

を
受
け
る
。

五
九
才
　
小
林
古
径
、
前
田
青
郡
、
富
田
渓
仙
な
ど
と
と
も
に
日
本
美
術
院

の
経
営
に
参
加
す
る
。

六
四
才
　
帝
国
美
術
院
会
員

（
日
本
美
術
院
）
に
任
命
さ
れ
る
。

六
六
才
　
帝
国
芸
術
院
会
員
に
任
命
さ
れ
る
。

七
三
才
　
東
京
美
術
学
校
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。
従
五
位
に
叙
せ
ら
る
。

七
八
才
　
東
京
芸
術
大
学
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

七
九
才
　
自
作
品
三
九
点
、
他

一
四
七
点
を
東
京
芸
術
大
学
に
寄
贈
す
。

八
四
才
　
文
化
功
労
章
を
授
与
さ
れ
る
。

八
七
才
　
一
一〇
年
の
歳
月
を
費
し
て
大
作

「
鏡
獅
子
」
を
完
成
す
る
。

九
〇
才
　
東
京
都
台
東
区
名
誉
市
民
と
な
る
。
井
原
市
名
誉
市
民
と
な
る
。

九

一
才
　
文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ
る
。

九
二
才
　
福
山
市
名
誉
市
民
と
な
る
。

九
八
才
　
井
原
市
に
田
中
館
が
設
立
さ
れ
、
作
品
二
〇
数
点
を
寄
贈
し
公
開

さ
れ
て
い
る
。



兵
検
査
の
と
き
、
片
山
理
喜
助
長
男
悼
太
郎

明
治
五
年
五
月
二
十

一
日
生
れ
、
七
才
に
て

平
櫛
惣
八
の
養
嗣
子
と
な

っ
て
お
る
の
を
知

り
ま
し
た
。
戸
籍
面
は
、
田
中
の
姓
を
か
ぶ

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
母
の
籍
が
は

い
っ
て
な
く

「
か
ど
や
」
の
老
人
の
子
と
し

て
届
け
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
ｏ

名
前
は
偉
造
が
、
偉
太
郎
と
な

っ
て
お
り

ま
す
。
祖
父
光
造
長
子
米
造
、
次
子
が
父
の

謙

‐造
ｆ
悼
礎
‐‐と

‐‐・
ぅ
一

，
一
ｔ
ら
一
や
０
で
す
。

只
今
の
雅
号
田
中
し
、
は
じ
め
は
田
仲
と

し
て
お
ケ
一
レ
た
が
ヽ
人
間
が
い
や
に
な
っ

て
人
を
捨
て
ヽ
日
中
に
い
た
し
、
耳
が
い
け

な
く
な

っ
て
中
と
し
て
お
り
ま
す
。　
・

町

氏
名

奥
野
　
武

松
本
　
節

安
信
美
子

大
山
雅
司

降
魔
寛
仁

三
宅
　
操

妹
尾
大
之
祐

三
島
次
郎

武
智
直
規

模
井
喜
美
子

内

民
生
委
員

担
当
地
区
　
　
　
　
電
話

才
児

．　
　
　
　
三
―
一
〇
〇
五

一
が

抒

一一―
一
一一
七
〇

戸
倉
　
　
　
　
ニ
ー
一
一八
〇

一

小
角
　
　
　
　
　
一
一―
四
〇
六
八

賀
山
　
　
　
　
　
一
一―
〇
八
六
〇

神
戸
、
寺
戸

　

三
―
一
四
五
一

西
新
町
、
東
新
町
　
一
一―
○
〇
三
四

東
新
町
　
西
町

一
一―
〇
五
八
一

西
町
　
　
　
　
　
ニ
ー
〇
八
七
三

中
町
、
東
町
　
　
ニ
ー
一二
（
五
二
、

″敬
老
会
に
，
い
て
の

ア

ン

ケ

ー

ト

の

ま

と

め

〃

調
査
人
員
　
　
男

一
六
二
　
女

二
五
八

回
答
人
員
　
　
男
女
計
　
四

一
六
人

調
査
項
目

上
敬
老
会
は
何
才
か
ら
が
よ
い
か

。
七
十
才
　
　
　
　
　
　
一二
一
八
人

・

一
七
十
五
才
　
・・
　
　
　
五
八
人

一
八
十
才
　
一　
・　
　
　
　
八
人

２．敬
老
会
は
あ
Ｐ
だ―
方
が
よ
い
か

・
あ

っ
た
方
が
よ
い
　
　
三
八
四
人

一
な
く
て
も
は
い
ヽ
―
　
　
一二
一
人

理
由

　

・
　

・

。
曰
く
言

い
が
た
し

・
年
を
と

っ
た
よ
う
な

気
が
す
る

・
い
き
た
く
な

い

３
．ど
の
よ
う
な
や
ヶ
方
が
よ
い
か

一
人

二
人

二
人

。
今
ま
で
通
り
　
　
　
　
一二
四
六
人

・
部
落
単
位
　
　
　
　
　
　
一二
四
人

・
そ
の
他

　
　
　
　

　
　
　

一
人

４
．式
の
時
間
は

・
今
ま
で
通
り
　
　
　
　
一
一
七
二
人

・
短
く
し
て
ほ
し
い
　
　
一
一
一
四
人

５
．演
芸
の
仕
方
　
　
　
　
　
　
　
．

“
婦
人
会
で
す
る
　
　
　
一
七

一
人

。
同
好
会
で
す
る
　
　
　
一
四
〇
人

晩

匹
晴

Ｆ

躊

卜

」

に

ド

‐

‐
）

ａ
出
席

さ
れ
ま
し

た
か

。
は

い

。
い
い
え

心

づ

か

い

西
江
原
地
区
市
政
を
聞
く
会

と
き
　
　
十

一
月
二
十
八
日

午
後
七
、
〓
一〇
～

一
〇
、
一
五

と
こ
ろ
　
西
江
原
公
民
館

市
側
　
市
長
、
教
育
長

総
務
部
長
、
建
設
経
済
部
長

市
民
病
院
事
務
部
長

市
民
部
次
長
、
し
ん
せ
つ
課
長

地
区
側
　
四
十
五
名

市

へ
の
質
問
、
要
望
、
意
見
そ
の
他

Ｌ

落
石
汚
水
処
理
場
に
つ
い
て 響   

る     由
し
い
疲
れ
る

に た
温 め
い 二

四

一
人

一
五
二
人

ｏ
負
担
金
及
び
公
害

の
問
題

２
．
民
生
費

の
使
途

の
内
容

に
つ
い
て

３
．
明
治
池

の
排
水
方
法

に
つ
い
て

４
．
用
途
地
域
内

で
の
農
道
新
設
に

つ

５
．
連
道
川
の
改
修

に

つ
い
て

６
．
小
学
校
特
別
教
室

の
早
期
着
工
に

７
．
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集

に

つ
い
て

＆

カ
ー
プ

ミ
ラ
ー
の
設
置

に

つ
い
て

９
．
敬
老
会

の
委
託

に
つ
い
て

１０

農
業
の
減
反
、
企
業
の
不
況
等
の
対
策
を

立
て
ゝ
ほ
し
い

ｎ
特
用
作
物
の
導
入
に
つ
い
て

‐２
賀
山
地
区
の
畑
地
灌
が
い
と
過
疎
対
策
に

つ
い
て

・３

排
水
路
の
新
設

・４

中
町
か
ら
長
谷

へ
の
道
路
、
路
肩
の
整
備

に
つ
い
て

・５

災
害
時
の
道
路
補
修
並
び
に
救
援
作
業
に

つ
い
て

・６

そ
の
他

以
上
の
件
に
つ
い
て
、
市
長
は
じ
め
担
当

部
課
長
よ
り
応
答
が
あ

っ
た
ｏ
く
わ
し
い
こ

と
は
紙
面
の
都
合
で
割
愛
い
た
し
ま
す
の
で

各
地
区
自
治
会
長

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

て)     い
い      ¬C
て



や

や

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

十

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＋

＝
文
化
教
室
の
一こ
ま
＝

十
李

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

民

踊

教

室

今
市

　

石
井
登
志
子

私
達
の
民
踊
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
四
十
六
年

に
発
足
し
た
そ
う
で
す
。

私
は
ま
だ
入
会
し
て

一
年
と

一
寸
で
す
の
で
、

こ
う
い
う
ク
ラ
ブ
が
出
来
た
頃
の
こ
と
は
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
竹
井
初
音
先
生
を
中

心
に
少
人
数
で
先
生
の
熱
心
な
手
ほ
ど
き
で
、

皆
ん
な

一
生
懸
命
練
習
に
は
げ
ん
で
こ
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
私
達
新
ま
い
は
、
少
し
で
も

先
輩
に
つ
い
て
行
こ
う
と
、
頭
の
ふ
り
方
、

手
の
あ
げ
お
ろ
し

一
っ

一
っ
が
な
か
な
か
む

ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

今
は
人
数
十
二
人
で
、
週

一
回
夜
七
時
三
〇
分

か
ら
九
時
三
〇
分
迄
で
二
時
間
竹
井
先
生
に

つ
い
て
、
み
っ
ち
り
勉
強
し
て
い
ま
す
。

先
生
の
リ
ー
ド
で
、
レ
コ
ー
ド
に
合
わ
せ
、

「
ハ
イ
一、
一
一、
三
、
四
」

一チ
リ
テ
リ
チ
ン
」

「
チ

リ
チ
リ
シ
こ

と
、
な
か
な
か
先
生
の
模
範
の

よ
う
に
は
思
う
よ
う
に
手
や
足
が
つ
い
て
い

っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
少
し
で
も
上

手
に
な
ろ
う
と
頑
張
れ
、
頑
張
れ
と
声
を
か

け
合

っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
私
達
で
す
が
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
と

し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
慰
問
や
‐、
あ
る
時
は その 5

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
ぐ
一

劃

　

　

　

　

　

　

　

　

・

間
む
ね
は
ド
キ
ド
キ
足
は
ガ
ク
ガ
ク
、
い
ざ

本
番
、
間
違
い
で
も
し
よ
う
も
の
な
ら

つ
ぎ
の

手
足
が
出
て
こ
な

い
、
そ
ん
な
時
の
こ
ま

っ

た
こ
と
こ
ま

っ
た
こ
と
、
で
き
終

っ
た
あ
と

で
先
生
か
ら
あ
そ
こ
は
も

っ
と
腰
を
お
と
し

て
、
ま
た
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
も

っ
と
ゆ
つ
く

り
と
、
で
も
ま
あ
ま
あ
よ
か
っ
た
わ
な
ん
て

言
わ
れ
る
と
少
し
は
い
い
気
分
に
な
り
ま
す
ｃ

こ
ん
ど
は
今
よ
り

一
寸
で
も
上
手
に
踊
れ
る

よ
う
に
と
、
練
習
に

一
回
で
も
多
く
出
て
が

ん
ば
ろ
う
ね
と
、
は
げ
ま
し
合

つ
て
い
ま
す
。

私
達
は
こ
ん
な
立
派
な
先
生
の
指
導
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
は
ほ
ん
と
に
幸
せ
で
す
。
こ
ん

な
民
踊
ク
ラ
ブ
な
の
で
す
。
皆
さ
ん

一
人
で

も
多
く
の
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

第

一
八
回
―

一　
　
一●
●
　
　
　
・一

市
民
体
育
祭
に
お
い
て
大
会
新
記
録
樹
立

一
一
　

¨

　

・
　

一
　

　

　

　

　

・
・
・
一・
　

　

一
一

　

．

。勘
斉
瑯
咽
Ю
Юメ
リ
″
■
燿
幡
一．

．
一． 　
．選‐‐夕一
一
ｒ
一一
”
力
「
」
」
一
奈

加
藤
悦
子

。
青
木
保
之

ｏ
壮
年
三
〇
代
四
〇
〇
米
リ
レ
ー
優
勝

タ
イ
ム
　

五
一
一秒

二

原
田
啓
司

・
安
原
　
守

ｏ
西
江
原
地
区
総
合
成
績

第
二
位

（準
優
じ

映
写
中
の
定
光
さ
ん

八
ミ
リ
映
画
で
施
設
慰
問

小
角
の
会
社
員
定
光
正
見
さ
ん
の
は
、
音

か
ら
旅
行
が
好
き
で

「
元
気
な
う
ち
に
」
と

四
国
八
十
八
ケ
所
巡
り
を
思
い
つ
か
れ
、
た

だ
廻

っ
た
の
で
は
と
、
行

っ
た
と
こ
ろ
を
写

真
に
撮
り
、
旅
行
に
行
け
な
い
お
年
寄
り
に

見
せ
て
あ
げ
よ
う
と
、
四
十
八
年

一
月
か
ら

四
年
か
け
、
四
国
八
十
八
ケ
所
と
西
国
三
十

三
ケ
所
を
カ
ラ
ー
写
真
に
お
さ
め
、
老
人
ホ

ー
ム
を
慰
間
す
る
こ
と
を
思
い
立
た
れ
、
多

く
の
ホ
ー
ム
ヘ
の
慰
間
は
勿
論
、
希
望
さ
れ

る
会
合
や
個
人
宅

へ
も
進
ん
で
出
向
か
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
五
ケ
年
間
に
集
め
ら
れ

た
四
国
八
十
八
ケ
所
の
ご
本
尊
を
掛
軸
に
し

て
、
偕
楽
園

へ
寄
贈
き
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
最
近
市
内
観
光
名
所
も
撮
影
し
、
笠

岡
愛
の
善
意
銀
行
に
預
托
し
て
、
老
人
ホ
ー

ム
等
の
施
設
の
慰
間
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

各
会
場
で
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
勿
体

な
く
て
涙
を
流
し
な
が
ら
ス
ク
リ
ー
ン
に
合

掌
し
て
見
ら
れ
る
お
年
寄
り
も
多
い
と
聞
い

て
い
ま
す
。

定
光
さ
ん
の
、
こ
の
よ
う
な
奇
特
な
行
為

に
感
動
さ
れ
た
小
角
の
大
山
数
夫
さ
ん
は
、

施
設
や
会
場
の
紹
介
に
奔
走
さ
れ
、
ま
た
神

戸
の
大
津
寄
隆
正
さ
ん
は
、
定
光
さ
ん
が
慰

間
に
出
ら
れ
る
た
び
に
、
会
場

へ
の
送
り
迎

え
の
輸
送
に
奉
仕
さ
れ
、
自
の
協
力
を
進
ん

で
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
う
る
わ
し
い
話

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、
申
し
添

え
ま
す
が
、
映
写
を
希
望
さ
れ
れ
ば
、
ど
こ

へ
で
も
喜
ん
で
上
り
ま
す
と
の
こ
と
で
す
か

ら
、
ど
し
ど
し
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
都
合

さ
え
つ
け
ば
、
何
時
で
も
上
り
ま
す
と
申
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

井上昌次郎さんの菊の展示



警
察
署
東
隣
の
井
上
昌
次
郎
さ
ん
の
は
、

家
業
に
石
材
加
工
業
を
営
ま
れ
、
工
場
を
東

町
に
持

っ
て
盛
ん
に
商
売
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
上
出
部
の
出
身
で
人
も
認
め
る
仲
々
の

多
趣
味
の
持
主
、
民
謡
、
詩
吟
は
相
当
な
腕

前
、
勿
論
町
の
文
化
教
室
で
ま
す
ま
す
磨
去

を
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
、
ど
の
教

室
で
も
進
ん
で
グ
ル
ー
プ
の
世
話
役
を
つ
と

め
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
祖
父
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
と
い
わ
れ

る
菊
作
り
は
も
う
十
二
、
三
年
の
経
験
者
、

市
の
文
化
祭
に
は
毎
年
す
ば
ら
し
い
作
品
を

出
品
さ
れ
、
協
会
か
ら
も
度
々
表
彰
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
中
で
も
懸
崖
の
作
品
は
五
十
三

年
と
今
年
二
度
も
県
知
事
賞
を
受
け
て
お
ら

れ
ま
す
。

井
上
さ
ん
は
公
共
心
も
厚
く
、　
一
人
で
も

多
く
の
人
に
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

今
年
も
ま
た
家
の
前
の
空
地
に
写
真
の
様
な

立
派
な
菊
の
展
示
を
さ
れ
、
道
往
く
人
々
の

目
を
楽
し
ま
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
今
年
は

全
部
で
百
鉢
は
作

っ
た
で
し
ょ
う
と
の
こ
と

で
す
。

井
上
さ
ん
は
ま
た
、
地
も
と
東
新
町
の
子

供
会
の
副
会
長
と
し
て
会
の
た
め
熱
心
な
指

導
者
で
も
あ
り
、
今
年
も
子
供
た
ち
に
菊
の

一
鉢
栽
培
を
奨
励
指
導
さ
れ
、
子
供
た
ち
は

大
人
顔
ま
け
の
作
品
を
作
り
、
公
民
館
前
に

展
示
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
は
子
供
会
で
盛

大
な
表
彰
式
ま
で
行

っ
て
展
示
の
幕
を
と
じ

ま
し
た
。

東
新
町
子
供
会
の
活
動

東
新
町
の
子
供
会
は
、
会
長
片
山
寿
俊
さ

ん
の
指
導
の
も
と
、
活
発
な
活
動
を
続
け
、

西
江
原
町
内
子
供
会
で
は
、
模
範
で
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
「
今
年
も
副
会
長
井
上
昌
次

郎
さ
ん
の
菊
作
り
の
優
れ
た
指
導
で
、
菊
の

一
鉢
栽
培
を
し
、
作
品
は
写
真
の
通
り
展
示

も
し
て
町
民
の
た
め
、
美
し
い
町
づ
く
り
に

尽
く
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
日
頃
、
田
中
先
生
生
誕
の

部
落
と
し
て
の
ほ
こ
り
を
も
ち
、
地
区
内
の

美
化
の
た
め
に
、
毎
月
二
回
の
清
掃
奉
仕
作

業
を
積
極
的
に
行
い
０
地
区
の
方
々
か
ら
、

大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

）

子供会の一鉢栽培作品展
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朴
文
芸

の
泉

持

，
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＋

＋

＋

や

＋

＋

＋

↑

―
十

ト

″
短

歌

″

小
角
　

笠

原

テ

ル
穴

八
ι

峯
の
雪
は
ら
い
て
初
日
か
が
や
く
に

心
う
れ
し
く
と
そ
く
み
か
わ
す

本
新
町
　
田

中
　
一　
司

舞
鶴
の
山
の
緑
の
迫
り
き
て

復
員
船
上
に
涙
こ
ば
れ

つ

知
恵
お
く
れ
の
子
ら
と
手
を
と
り
過
ご
し
た
る

四
年
の
年
月
今
は
な

つ
か
し

″

俳

句

〃

戸
倉
　
佐
藤
多
癸
子

朝
刊
の
匂
ひ
冷
た
く
初
氷

心
ま
で
暖
ま
り
た
る
大
焚
火

戸
倉

　

青

木

明

美

夜
業
よ
り
帰
る
頃
な
り
風
呂
を
焚
く

小
春
日
の
八
ツ
手
の
花
に
・
　
一Ｙ

も
の

公
民
館
長
よ
り
お
礼

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
よ
り

ご
寄
贈
賜
き
ま

し
た
の
で
、・
紙
上
を
か
り
て
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。記

掛
軸

（
半
折
）
　

一
点

小
角
　
笠

原

典

兵

（寄
付
者
の
義
父
　
笠
原
節
二

書
）

図
書
二
冊

小
角
　
大

山

数

夫

つ
ぼ

が
　

ね

歌
集
　
規

矩

術

　

一
冊

《
著
者

森
下
　
博

（寺
戸
）
》

福
堂
吟
詩
集
　
　
　
一
冊

（
著
者
　
田
中
福
太
郎
）

序
）

地
区
バ

と

き

レ
ー
大
会
二
月
中
旬

と
こ
ろ
　
小
学
校
体
育
館

試
合
方
法
等
は
後
程
通
知

文
化
祭
二
月
六
日
七
日
八
日

作
品
搬
入
展
示
作
業

文
化
祭


